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ふるさと再生へ事業展開ふるさと再生へ事業展開

復興の現状と取り組みを確認復興の現状と取り組みを確認

町史上最大の予算が成立町史上最大の予算が成立
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生活環境や健康管理体制整備など生活環境や健康管理体制整備など

（26年度予算）②
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町史上最大176億2386万円で

ふるさと再生 展開へ の事業を
３

月

定

例

会

26
年
度
予
算
成
立

　平成26年3月定例会を、3月6日から14日

までの会期で開きました。

　今回は、平成26年度予算を中心に、条例

の改正や補正予算など、提出された28の議

案を慎重に審議し、全て原案どおり可決しま

した。

　このうち町の仕事の大部分を占める平成

26年度一般会計予算は、総額147億6492

万円と昨年度に比べ60.5％の増となり、平

成24年度の126億3832万円を上回る町史

上最大の予算となります。

　歳入は、東京電力広野火力発電所6号機の

運転開始に伴い、税収入が増加することから

普通交付税の不交付団体になることを勘案し

ても極めて厳しい財政運営となり、公営住宅

建設事業債（借入金）や、財政調整基金（貯

金）からの繰り入れによって不足分が補われ

ます。

　一方、歳出は、復旧復興に係る除染対策費

や町民の帰還促進に係る事業、町民の健康維

持増進に係る事業を主とした編成になってい

ることから町民帰還への生活環境の整備に努

めるようにとの意見が多く出されました。

ふる里復興再生、希望の年
広野町復興計画の事業実施へ

　平成26年度は、「ふる里復興

再生、希望の年」と位置付け、

町復興の加速化を図ります。

　広野町の再生を目指して策定

した、広野町復興計画に掲げた

各事業の実現に向けて次の施策

を基本に町政運営を進めます。

○生活再建のための事業

○�安心を取り戻し、生活環境

を整備する事業

○�発展を促進する新しい町づ

くり事業

○�情報の共有により町民の意

見を町政に反映させる事業

○�教育の充実により未来を担

う子どもたちを育てる事業

施政方針

平成26年度予算額

会　 計　 名
平成26年度当初

予　算　額
平成25年度当初 

予　算　額
前年度比 採決の状況

一　般　会　計 147億6492万円 92億25万円 60.5％

全員賛成で可決

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 9億8100万円 8億7520万円 12.1％

土 地 開 発 事 業 10億3690万円 1億9819万円 423.2％

公 共 下 水 道 事 業 3億571万円 2億6593万円 15.0％

農 業 集 落 排 水 事 業 3061万円 3066万円 △0.2％

介 護 保 険 4億5942万円 4億3738万円 5.0％

後 期 高 齢 者 医 療 4530万円 3934万円 15.1％

小 　 　 　 　 　 計 28億5894万円 18億4670万円 54.8％

合　　　　　計 176億2386万円 110億4695万円 59.5％　　　　　

※金額は、全て千円以下を切り捨てて表示しています。

平成26年度一般会計予算（147億6492万円）の割合

歳出合計
147億6492万円

歳入合計
147億6492万円

総務費
（役場の管理など）

22億3085万円
　　　　　15% 

その他 予備費など
1億8213万円
1% 

公債費
（借入金の返済）
2億3700万円 2% 

教育費
（教育･文化･スポーツ振興など）
7億124万円 5%

消防費
（消防･水防など）
4億4300万円 3% 

土木費
（土木事業など）
22億2361万円 
15% 

商工費
（商工業の
振興など）
4837万円

農林水産費
（農林業の振興など）
2億8317万円 2%

衛生費（除染・ごみの清掃など）
77億4927万円

52% 

民生費
（社会福祉など）
6億6623万円 5% 

その他の経費
15億8581万円

１１% 

義務的経費
12億2760万円
８% 

投資的経費
80億9004万円

55% 

経常的経費
38億6146万円
26% 

町債（借金）
2億4670万円
２%

県支出金
71億9698万円
49%

国庫支出金
27億3337万円
18%

地方譲与税等
9億1248万円
6%

繰入金
（会計、基金の
間の現金移動）
15億9305万円
11%

使用料および
手数料等
9937万円
1%

町税　　　　
19億8296万円

13%

依存財源　　
 110億8953万円

75%

自主財源
36億7539万円

　　25%

施政方針を述べる町長
（詳しくは、「広報ひろの４月号」をご覧ください）
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重

点

事

業

町営住宅改修事業
4億6648万円

コミュニティ交流事業
160万円

駅東側整備事業
10億2590万円

子育て世帯臨時特例
給付金給付事業
628万円

除染対策事業
9億3550万円

　　　�クローズアップ　2014�重点事業

　住宅室内・設備を修繕し、

帰町への環境を整えます。

　行政区が行う事業に助成金

を交付します。

　復興のシンボル事業である駅東

側の造成事業を行います。

　面的除染の未実施箇所や追加

除染を行います。

改修が予定される町営住宅

行政区のコミュニティー交流が目的

減容化施設建設の造成工事

整備予定の駅東側地区

工事車両通行を知らせる看板

災害公営住宅整備事業費（第１期）
4億9447 万円

災害廃棄物処理委託事業
5億5925万円

　被災した方の居住環境確保の

ために災害公営住宅を建設して

います。

　仮置場で分別処理・処分しま

す。

　消費税の引き上げに伴い、条

件を満たした子育て世帯に給付

金を支給します。

建設中の災害公営住宅

分別される災害廃棄物

元気いっぱい保育所の子どもたち

第20回ひろの童謡まつり事業
1814万円

仮設減容化施設整備事業
58億1040万円

　復興シンボル事業として開催します。

今年で20回目を迎えます。

　国代行の減容化施設整備工事費

を一部負担します。（負担金は国

や県から補助されます）

昨年の童謡まつり
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３

月

定

例

会

３

月

定

例

会

地方債残高（町の借金）�平成25度末見込 基金･積立金残高（町の貯金）�平成25年度末見込

地方債（一般会計）� 28億6323万円

地域開発事業債� 1億3300万円

広野町下水道事業債� 13億6580万円

農業集落排水事業債� 2億8666万円

　合　　計� 46億4869万円

町民１人あたりの借金  約９０万円

財政調整基金� 11億9807万円

減債基金� 2億3544万円

ふれあい福祉基金� 9562万円

復興交付金基金� 16億8720万円

電源立地促進対策
交付金施設維持基金�������� �2億7825万円

震災復興基金��������������� 1億9506万円

その他の基金の計������������� 6億4293万円

　合　　計��������������� 43億3257万円

町民１人あたりの貯金 約８４万円

12億1826万円を減額
最終補正で

人
事
案
件
に
全
員
が
同
意

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
に
鈴
木
光
一
氏
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。 増

税
で
料
金
が
見
直
さ
れ
ま
す

　

４
月
か
ら
の
消
費
税

増
税
に
よ
り
下
水
道
、

農
業
集
落
排
水
使
用
料

金
や
道
路
占
用
料
の
税

率
を
改
め
る
た
め
の
議

案
を
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
が
課
に
変
わ
り
ま
す

　

機
構
改
革
に
よ
る
関
係

条
例
を
整
理
す
る
議
案
を

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。固定資産評価審査

委員に再任

鈴
すず

木
き

　光
こういち

一 氏
（大字上北迫）

３月補正の結果

　  会　 計 　名 補正後の予算額（補正額）
一　　　　　　　般    112億3642万円
 （△12億1826万円）
国 民 健 康 保 険 特 別   9億6281万円
 （1101万円）
土 地 開 発 事 業 特 別       3億6402万円
 （△4156万円）
公共下水道事業特別       5億7665万円
 （△1041万円）
介 護 保 険 特 別       4億7770万円
 （△261万円）
後期高齢者医療特別     1304万円
 （△2670万円）

25年度一般会計

　今回の補正は、主に予算確定等による最終調整

および地域振興対策費と復興事業費の大幅な減額

でした。

　これにより、一般会計は歳入歳出それぞれ 12

億 1826 万円減額され、総額で 112 億 3642 万円と

なりました。

平成26年３月31日現在　5151人をもとに算出

小
磯
利
雄
議
員　

公
共
下

水
道
エ
リ
ア
の
中
に
も
作

業
員
の
方
の
施
設
や
宿
舎

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

合
併
浄
化
槽
・
集
落
排
水
・

公
共
下
水
道
の
処
理
は
ど

の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い

る
の
で
す
か
。

塩　

史
子
議
員　

下
水
道

使
用
料
と
受
益
者
分
担
金

の
未
納
分
は
ど
の
く
ら
い

の
金
額
が
あ
る
の
で
す

か
。

　

ま
た
、
未
納
を
回
収
す

る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
努

力
を
し
て
い
ま
す
か
。

渡
辺
久
長
議
員　

町
長
に

就
任
し
て
間
も
な
い
な
か

で
行
政
機
構
を
見
直
す
理

由
は
何
で
す
か
。

　

ま
た
、
町
民
に
対
す
る

周
知
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

渡
辺
建
設
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー　
　

　

ほ
と
ん
ど
の
建
物
が
下

水
道
区
域
外
に
建
設
さ

れ
、
合
併
処
理
浄
化
槽
で

処
理
さ
れ
放
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

渡
辺
建
設
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

　

下
水
道
使
用
料
の
未
納

額
は
２
１
２
万
６
０
０
０

円
で
、
受
益
者
分
担
金
の

未
納
額
は
２
４
３
万
４
０

０
０
円
で
す
。

　

未
納
者
に
対
し
て
、
未

納
通
知
を
発
付
し
、
納
め

て
い
た
だ
く
よ
う
な
手
立

て
を
と
っ
て
い
ま
す
。

遠
藤
町
長　

役
場
の
業
務

を
町
民
に
わ
か
り
や
す
く

す
る
た
め
、
確
か
な
復
興

を
実
現
す
る
た
め
に
取
り

組
む
も
の
で
す
。

　

周
知
は
、
混
乱
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
広
報
紙

は
じ
め
、
様
々
な
情
報
で

き
ち
っ
と
伝
え
て
い
き
ま

す
。

公
共
下
水
道
施
設
の
処
理
能
力
は

ど
の
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
る
の
か

グ
ル
ー
プ
制
を
課
制
に
変
え
る
の
は

補正予算

質疑

復
興
の
現
状
と

 

取
り
組
み
を
確
認

グループ制から課制へ

広野浄化センター

役場庁舎２階配置図 役場庁舎１階配置図

こんなことが決まりました

西側階段

教
育
委
員

復
興
企
画
課

総
務
課

町長室
応接室

２０２会議室
製図室

２０１会議室

２０３
会議室

除
染
対
策
課

副
町
長
室

教
育
長
室

男子
ＷＣ

女子
ＷＣ

女子
ＷＣ

男子
ＷＣ

２階廊下

旧庁舎２階廊下

階段

北側階段

図書室 児童図書室

更
衣
室

出納室
税
務
課

町
民
保
健
課

環
境
防
災
課

産
業
振
興
課

建
設
課

農
業
委
員
会

福
祉
介
護
課

男子女子
ＷＣ

男子
ＷＣ

女子
ＷＣ

１階ホール
北入口

西入口

玄関ホール

正面玄関

旧庁舎１階廊下

階段

階段

階段

26
年
度 
予
算
質
疑
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質

疑

北
郷
幹
夫
議
員 

町
内
の

２
カ
所
（
西
の
沢
・
二
ツ

沼
）
の
た
め
池
を
年
２
回

水
質
調
査
す
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
２
カ
所
だ
け
で

は
な
く
、
ほ
か
に
範
囲
を

広
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
か
。

　

ま
た
、
放
射
性
物
質
を

測
定
調
査
で
き
ま
せ
ん
か
。

塩　

史
子
議
員　

２
月

８
・
９
日
の
除
雪
に
対
す

る
初
動
体
制
に
遅
れ
が
生

じ
た
要
因
は
な
ん
で
す

か
。

　

ま
た
、
歩
道
の
除
雪
が

遅
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
国
道
・
県
道
・

町
道
と
あ
り
ま
す
が
、
こ

こ
か
ら
先
は
県
道
だ
か
ら

除
雪
で
き
な
い
と
い
う
よ

う
な
行
政
の
縦
割
り
は
な

ん
と
か
な
り
ま
せ
ん
か
。

門
馬　

巧
議
員　

３
年
前

の
大
震
災
そ
し
て
大
津

波
、
未
曾
有
の
原
子
力
発

電
所
事
故
に
つ
な
が
っ
た

惨
禍
を
忘
れ
る
こ
と
な
く

後
世
に
語
り
継
ぐ
た
め
に

も
、
碑
な
ど
を
建
立
し
、

祈
念
行
事
を
す
る
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

渡
辺
久
長
議
員　

除
染
が

さ
れ
て
い
な
い
家
屋
は
何

軒
あ
る
の
で
す
か
。

北
郷
幹
夫
議
員　

平
成
25

年
３
月
定
例
会
で
は
、
保

育
所
南
側
斜
面
に
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
保
育
所

南
側
斜
面
と
は
別
に
新
た

に
、
役
場･

公
民
館･

小
学

校
に
設
置
す
る
の
で
す
か
。

　

そ
れ
と
も
、
設
置
場
所

の
変
更
で
す
か
。

門
馬　

巧
議
員　

副
町
長

の
身
分
は
、
福
島
県
か
ら

の
出
向
で
す
か
。

　

ま
た
、
町
の
町
長
等
の

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
適
用
を
受
け
る
の

で
す
か
。

門
馬　

巧
議
員　

行
政
区

長
は
昨
年
同
様
、
残
念
な

が
ら
実
質
活
動
を
さ
れ
て

い
る
と
私
は
認
識
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

条
例
で
決
ま
っ
て
い
る

か
ら
支
給
す
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
業
務
に
見

合
っ
た
金
額
に
減
額
す
る

な
ど
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

大
和
田
福
祉
環
境
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー

す
べ
て
の

範
囲
を
調
査
す
る
と
相
当

な
数
に
な
り
ま
す
の
で　

代
表
的
な
た
め
池
を
調
査

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
放
射
性
物
質
も

測
定
し
て
い
ま
す
。

遠
藤
町
長　

オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
震
災
、
原
子
力
発

電
所
事
故
の
た
め
避
難
を

さ
れ
て
い
て
、
町
内
に
い

な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。

　

夜
間
か
ら
の
雪
の
た

め
、
朝
、
動
こ
う
と
思
っ

た
の
に
時
間
が
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
で
対
応
が

伴
わ
な
か
っ
た
の
が
実
態

で
す
。

　

日
頃
か
ら
行
政
の
連
携

を
重
視
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
に
向
け
て

大
雪
に
関
す
る
防
災
協
定

を
建
設
業
・
設
備
会
社
と

結
び
た
い
と
考
え
ま
す

し
、
役
場
職
員
が
対
応
す

る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
制
定
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

遠
藤
町
長　

公
園
事
業
で

採
択
に
な
っ
て
い
る
交
付

金
事
業
の
な
か
で
、
哀
悼

の
意
を
念
ず
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
を
町
と
し
て
取

り
組
み
を
進
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

松
本
建
設
課
長　

福
島
県

に
報
告
し
て
い
る
の
は
54

軒
で
す
。

中
津
企
画
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

　

保
育
所
南
側
斜
面
で
は

効
率
的
な
発
電
が
で
き
な

い
の
で
役
場
・
公
民
館
・

小
学
校
に
変
更
し
ま
し

た
。

青
木
総
務
課
長　

副
町
長

の
身
分
は
、
福
島
県
を
退

職
し
て
町
の
副
町
長
に
就

任
し
て
い
ま
す
。

　

給
与
は
町
か
ら
支
出

し
、
条
例
も
適
用
と
な
り

ま
す
。

青
木
総
務
課
長　

行
政
区

長
に
は
、
区
の
要
望
を
聞

い
て
い
た
だ
い
た
り
、
町

の
事
業
等
を
説
明
し
て
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
事

業
活
用
な
ど
で
き
る
だ
け

行
政
区
内
の
活
動
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。

た
め
池
の
水
質
調
査
範
囲
を
拡
大
で
き
な
い
か

除
雪
の
初
動
体
制
が
遅
れ
た
要
因
は

あ
の
惨
禍
を
後
世
に
語
り
継
げ

除
染
未
同
意
の
家
屋
は
何
軒
あ
る
の
か

太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
場
所
の
変
更
か

副
町
長
の
身
分
は
県
か
ら
の
出
向
な
の
か

報
酬
の
減
額
を
考
え
よ

包括支援センターを運営する社会福祉協議会

水質調査と放射性物質検査が行われている西の沢ため池

門
馬
ま
り
え
議
員　

包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
は
保
健

師
・
社
会
福
祉
士
・
介
護

福
祉
士
の
３
名
が
配
置
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
の
保
健
師
等
の
派
遣

制
度
で
派
遣
を
要
請
し
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
派
遣

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

か
。

青
木
総
務
課
長　

町
に
派

遣
い
た
だ
い
て
い
る
方
を

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
に

派
遣
で
き
る
か
ど
う
か
は

県
と
相
談
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

保
健
師
の
社
協
へ
の
派
遣
を
要
請
で
き
な
い
か

町内に大きな影響をあたえた大雪（折木字上原地内）

今
こ
そ
町
民
全
体
の
町
政
へ
努
力
を
！

26年度

予算質疑
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委

員

会

報

告

委

員

会

報

告

委員 会報告
委員会の活動 状況を報告します。

し
総務文教

っ
か
り
と
し
た
説
明
を
求
め
る

復
興
に
向
け
た
造
成
事
業

建
特別委員会

設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
前
倒
を
求
め
る

減
容
化
施
設
に
係
る
進
捗
状
況

住
特別委員会

民
へ
の
周
知
と
理
解
を

社
会
福
祉
法
人　

友
愛
会
の
事
業
所
新
設

安
総務文教

心
し
て
帰
町
で
き
る
環
境
を

帰
町
促
進
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み

農
産業厚生

業
の
長
期
展
望
を
考
察
す
べ
き

平
成
25
年
産
米
の
作
付
け

良
産業厚生

質
な
住
宅
の
工
期
内
完
成
を
目
指
せ

災
害
公
営
住
宅
建
設

早
産業厚生

期
再
開
が
図
れ
る
よ
う
提
言

広
野
町
地
域
医
療
復
興
事
業

総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

東日本大震災災害復興
に関する特別委員会

１月に開催された Ｊリーガーによるサッカー教室

良質な住環境の提供を提言

昨年作付けされた水田

　

町
よ
り
、
二
ツ
沼
公
園

内
の
企
業
は
平
成
26
年
９

月
撤
退
、
11
月
ま
で
の
建

物
撤
収
、
そ
の
後
、
芝
を

張
り
、
平
成
27
年
３
月
に

公
園
を
返
還
す
る
予
定
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
今

後
の
定
住
促
進
施
策
と
し

て
の
家
族
向
け
住
宅
建
設

や
集
合
型
住
宅
建
設
を
検

討
し
、
新
た
な
宅
地
開
発

と
町
民
居
住
エ
リ
ア
と
原

発
事
故
関
連
エ
リ
ア
の
混

在
を
さ
け
る
工
業
団
地
整

備
を
行
い
た
い
と
の
説
明

が
あ
り
、
行
政
の
戦
略
的

指
導
・
監
視
を
強
化
し
た

事
業
を
進
め
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

町
の
代
行
事
業
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
環
境
省
か
ら

の
支
援
や
県
の
交
付
金
で

対
応
す
る
た
め
、
実
質
、

町
負
担
は
な
い
と
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

富
岡
町
で
施
設
を
開
所

し
て
い
た
社
会
福
祉
法
人　

友
愛
会
が
、
広
野
町
で
事

業
所
を
新
設
す
る
と
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
住
民
へ
の

　

町
営
住
宅
の
修
繕
は
、

入
札
を
執
行
し
ま
し
た

が
、
落
札
者
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

26
年
度
事
業
と
し
て
早

期
の
工
事
発
注
に
努
め
る

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
工
程
表
の

前
倒
し
と
、
町
に
対
し
て

は
、
隣
接
町
で
あ
る
楢
葉

町
に
、
し
っ
か
り
と
説
明

し
て
、
理
解
を
得
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

周
知
と
理
解
を
得
る
こ

と
、
事
業
計
画
に
そ
っ
て

推
進
す
る
こ
と
、
食
材
な

ど
の
購
入
に
つ
い
て
は
広

野
町
商
工
会
の
活
用
を
図

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
早
急
に
町

営
住
宅
の
修
繕
を
進
め
、

津
波
被
災
者
も
安
心
し
て

帰
町
で
き
る
環
境
整
備
に

努
め
る
よ
う
提
言
し
ま
し

た
。

　

次
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

①
平
成
25
年
産
米
の
収
穫

量②
平
成
25
年
産
米
等
級
検

査
結
果

③
全
量
全
袋
検
査
結
果

④
営
農
再
開
支
援
事
業

⑤
有
害
鳥
獣
対
策

⑥
水
源
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調

査
結
果

⑦
平
成
26
年
産
米
の
対
応

　

次
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

①
工
事
概
要

②
災
害
公
営
住
宅
建
築
工

事
進
捗
状
況

③
工
事
工
程

　

次
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

①
新
妻
歯
科
医
院
の
再
開

②
再
開
時
期

③
町
の
公
的
支
援

　

帰
町
者
が
少
し
ず
つ
増

え
て
い
る
が
、
若
者
は
ど

う
な
の
か
と
の
心
配
が
あ

る
な
か
で
、
本
町
農
業
の

長
期
的
展
望
を
考
察
す
べ

き
で
あ
る
な
ど
の
指
摘
事

項
を
次
年
度
へ
の

糧か

て



と
し
、
農
政
に
反
映
し
多

く
の
成
果
を
上
げ
ら
れ
る

よ
う
な
施
策
を
行
う
よ
う

提
言
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
工
期
延
長

等
が
な
い
よ
う
し
っ
か
り

と
工
程
を
管
理
し
、
良
質

な
住
宅
の
工
期
内
完
成
を

目
指
し
最
善
を
尽
く
す
よ

う
提
言
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
町
単
独
で

の
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と

は
で
き
な
い
も
の
の
、
他

の
施
策
で
支
援
し
、
早
期

再
開
が
図
れ
る
こ
と
を
提

言
し
ま
し
た
。

平成26年２月12日　開催

平成26年２月13日　開催　

平成26年２月18日　開催

　

委
員
会
は
、
町
が
参
加

す
る
形
で
の
※｢

特
定
目

的
会
社
」
や
「
東
町
地
区

定
住
促
進
住
宅
整
備
事

業
」
な
ど
議
会
で
議
決
さ

れ
た
説
明
と
か
い
離
し
て

い
る
の
で
、
今
後
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
無
い
よ
う

に
、
は
じ
め
か
ら
し
っ
か

り
と
し
た
説
明
を
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

特別の目的のために設立された会社
※
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追
跡
レ
ポ
ー
ト

６
人
の
議
員
が

町
政
を
問
う

追跡
レポート

あの質問 どうなった？
　議員の質問・提言に答える町執行部、その答弁がその後ど

うなったのか？　どう町政に反映させているのか、対応を追

跡しました。

　一般質問は、公の場である議会で、

議員が議題に関係なく、町長の考え

方や町政の執行状況について事実の

説明を求めたり、所信を問いただす

ものです。

一般質問席（広野町議会議場）

町内に建設中の住宅（大吹地区分譲地）

●平成25年９月定例会● 一般質問

畑 中 大 子 議員

災害公営住宅の家賃減免を検討せよ

町独自の減免も検討中、決定次第お知らせ

平成29年３月分まで減免

　災害公営住宅家賃の減免は検討していますか。

また、決定して、町民に広く知らせるべきでは

ないですか。

　月額家賃は、入居者が申告した世帯全員の収

入と家族構成、間取りに応じて毎年、町が決定

します。

　家賃は毎月納付していただくことになります

が、平成29年３月分までは、町独自の減免がさ

れます。

完成に近づく災害公営住宅

　国の補助を活用するほか、町独自の減免措置

も検討しています。

　内容が決定次第、お知らせします。

子
ど
も
た
ち
の
再
会
・
交
流
事
業
を
開
催
せ
よ

遠
藤
町
長
／
事
業
を
実
施
し
た
い

内
部
被
ば
く
の
予
防
対
策
を
構
築
せ
よ

遠
藤
町
長
／
継
続
し
て
不
安
解
消
に
努
め
る

子
ど
も
た
ち
の

絆
を
深
め
る
と
と

も
に
、
広
野
町
の
歴
史
・
文
化

に
触
れ
る
機
会
は
重
要
で
す
。

　
夏
休
み
な
ど
を
利
用
し
て

同
級
生
が
一
同
に
参
加
で
き

る
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

震
災
か
ら
３
年

が
経
過
し
、
子

ど
も
た
ち
は
、
同
級
生
や

広
野
町
へ
の
思
い
出
が
薄

ら
い
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
絆
を
つ

な
ぎ
と
め
る
事
業
を
実
施

し
て
「
空
白
と
な
っ
た
子

ど
も
た
ち
の
記
憶
」
を
取

り
戻
す
こ
と
が
重
要
で
は

な
い
で
す
か
。

遠
藤

町
長

「
内
部
被
ば
く
」

に
対
し
て
、
町

民
の
不
安
・
不
信
を
解
消

し
、
無
駄
な
被
ば
く
を
防

止
し
て
い
く
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
予
防
対
策
を
構

築
し
て
い
く
の
で
す
か
。

町
は
、
一
般
食

品
な
ど
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
結
果
を
公
表

し
、
食
の
不
安
解
消
に
努

め
、今
後
も
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
的
な
ホ
ー

ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
に

よ
る
内
部
被
ば
く
検
査
の

勧
奨
や
放
射
線
を
正
し
く

理
解
す
る
た
め
の
講
演

会
、
勉
強
会
な
ど
を
継
続

す
る
こ
と
で
不
安
の
低
減

を
図
り
ま
す
。

町
長

遠
藤

遠藤　浩 議員

双葉郡の将来を考える小中学生（子ども未来会議）

内部被ばくを検査するホールボディーカウンター
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役場屋上に設置されているウェブカメラ

老
朽
化
し
た
浄
水
場
を
改
修
せ
よ

遠
藤
町
長
／
小
滝
平
浄
水
場
の
改
修
を
協
議
中

「
町
政
維
新
」
と
は

遠
藤
町
長
／
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
成
し
遂
げ
る

生
活
雑
排
水
へ
の
対
策
は

遠
藤
町
長
／
適
切
に
処
理
す
る
よ
う
に
要
請

給
水
計
画
で
、

現
在
、
小
滝
平

浄
水
場
か
ら
の
給
水
の
み

で
賄
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
当
施
設
は
老

朽
化
が
著
し
く
、
早
期
改

修
に
向
け
て
、
国
、
県
、

関
係
機
関
と
協
議
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

町
民
は
、
母
な

る
浅
見
川
の
水

が
飲
用
水
と
し
て
継
続
供

給
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で

い
ま
す
。

 

水
道
企
業
団
構
成
町
と

の
今
後
を
展
望
す
れ
ば
、

水
源
・
浄
水
場
の
整
備
は

差
し
迫
っ
た
課
題
で
は
な

い
で
す
か
。

町
長

町
長
は
先
の
町

長
選
挙
の
公
約

で
、「
町
政
維
新
」
を
掲

げ
て
い
ま
し
た
が
具
体
的

に
は
何
を
ど
の
よ
う
に
改

革
す
る
の
で
す
か
。

原
子
力
発
電
所

事
故
に
由
来
す

る
作
業
員
宿
舎
が
町
内
に

設
置
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い

生
活
雑
排
水
の
問
題
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
質
保
全
の
観
点
か
ら

条
例
を
制
定
し
、
水
環
境

を
守
る
べ
く
方
策
を
講
じ

る
べ
き
で
は
な
い
で
す

か
。

町
民
と
と
も
に

協
力
、
協
働
し

て
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を

成
し
遂
げ
る
た
め
、
生
活

再
建
、
安
心
の
確
保
、
発

展
の
促
進
、
情
報
の
共
有
、

教
育
の
充
実
を
重
点
に
全

力
で
取
り
組
み
ま
す
。

作
業
員
宿
舎
お

よ
び
事
務
所
の

生
活
排
水
は
、
合
併
浄
化

槽
の
設
置
な
ど
で
適
切
に

処
理
す
る
よ
う
指
導
し
て

い
き
ま
す
。

　

な
お
、
水
質
保
全
に
係

る
条
例
の
制
定
は
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

町
長

町
長

門
馬

門
馬

門馬　巧 議員

震
災
、
原
子
力

発
電
所
事
故
か

ら
３
年
を
迎
え
、町
民
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
不
安
を
抱
え

て
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
疾
病
の
早
期
予

防
と
早
期
治
療
に
は
、
健

診
率
を
高
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

①
特
定
健
診

②
が
ん
検
診

③
甲
状
腺
検
査

３
つ
の
受
診
率
と
受
診
率

向
上
対
策
を
尋
ね
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
生
活
で
の

心
の
ケ
ア
支
援
に
対
す

る
、
こ
れ
ま
で
の
対
策
と

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
す
か
。

平
成
25
年
度
の

受
診
率
は
、
特

定
健
診
が
39
・
５
％
、
が

ん
検
診
で
は
、
胃
が
ん
検

診
21
・
０
％
、
肺
が
ん
検

診
42
・
６
％
、
大
腸
が
ん

検
診
35
・
４
％
、
子
宮
頸

が
ん
検
診
34
・
５
％
、
乳

が
ん
検
診
36
・
８
％
、
前

立
腺
が
ん
検
診
36
・
８
％

で
す
。

　

甲
状
腺
検
査
の
受
診
率

は
、
75
・
２
％
で
す
。

　

な
お
、
未
受
診
者
へ
の

意
向
調
査
を
実
施
し
て
受

診
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

心
の
ケ
ア
支
援
は
、
こ

れ
ま
で
に
家
庭
訪
問
、
心

の
相
談
会
、
健
康
教
育
な

ど
を
実
施
し
、
今
後
も
高

齢
者
世
帯
の
家
庭
訪
問
を

重
点
に
努
め
ま
す
。

健
診
率
を
高
め
る
対
策
は

遠
藤
町
長
／
未
受
診
者
へ
意
向
調
査
を
実
施

北郷　幹夫 議員

町
長

災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
海
岸
沿
い
と

役
場
屋
上
に
津
波
監
視
カ

メ
ラ
を
設
置
し
、
対
策
に

万
全
を
期
す
べ
き
で
は
な

い
で
す
か
。

　

ま
た
、
防
災
訓
練
、
特

に
津
波
避
難
訓
練
を
、
計

画
的
に
実
施
す
べ
き
で
は

な
い
で
す
か
。

役
場
庁
舎
屋
上

に
ウ
ェ
ブ
カ
メ

ラ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。　

　

津
波
対
策
に
も
活
用
で

き
ま
す
の
で
、
津
波
監
視

カ
メ
ラ
の
設
置
は
、
津
波

被
災
地
区
の
復
旧
状
況
を

み
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
津
波
避
難
訓
練

を
実
施
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

津
波
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
せ
よ

遠
藤
町
長
／
被
災
地
区
の
復
旧
状
況
を
み
て
検
討

町
長

北
郷

門
馬

北
郷

浅見川上流にある大船水源地

町内３河川放射線量調査

試料名 平成25年11月 平成25年12月 平成26年１月

浅　見　川 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

北　迫　川 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

折　木　川 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

測定機関：福島工業高等専門学校

平成26年1月時点で、全て検出下限値未満（ＮＤ）です。
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高
齢
者
福
祉
計
画
の
委
託
実
績
内
容
は

遠
藤
町
長
／
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
委
託
事
業

①
公
立
高
校
の

例
外
を
除
く
全

て
の
高
校
生
が
授
業
料
無

償
制
度
の
適
用
を
受
け
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
26
年

度
入
学
生
か
ら
所
得
制
限

基
準
が
設
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

基
準
額
以
上
の
世
帯
の

生
徒
は
、
授
業
料
を
納
付

町
長

高
齢
者
福
祉
計

画
で
は
、
復
旧

期
に
お
け
る
具
体
的
な
施

策
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
実
施
機
関
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て

い
ま
す
。

　

実
績
報
告
の
内
容
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す

か
。

平
成
24
年
度
の

委
託
事
業
の
実

績
は
、
生
き
が
い
活
動
支

援
、
生
き
が
い
活
動
支
援

通
所
サ
ー
ビ
ス
、
自
立
支

援
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
、外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
、

軽
度
生
活
援
助
サ
ー
ビ

ス
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
寝

具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ

ス
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
、

福
祉
バ
ス
運
行
、
老
人
ク

ラ
ブ
指
導
事
務
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
お

よ
び
広
桜
荘
管
理
運
営
の

12
事
業
を
委
託
し
、
総
額

は
６
１
７
２
万
５
２
８
６

円
で
す
。

　

管
理
業
務
な
ど
を
除
く

事
業
の
利
用
者
は
、
延
べ

９
７
２
７
人
で
す
。

町
長

門
馬

門馬まりえ 議員

生
涯
学
習
の
充
実
を
図
れ

遠
藤
町
長
／
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

震
災
前
以
上
に

学
習
機
会
・
学

習
情
報
の
提
供
な
ど
の
充

実
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
き
ら
り
と
光

る
町
」
を
創
っ

て
い
く
た
め
に
は
公
民
館

活
動
の
一
つ
で
あ
る
生
涯

学
習
活
動
な
ど
も
重
要
で

は
な
い
で
す
か
。

門
馬

町
長

町
民
参
加
の
体
制
を
整
え
よ

遠
藤
町
長
／
意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け
る

①
今
後
の
各
種

施
策
・
事
業
展

開
は
、
町
民
か
ら
意
見
を

聞
く
機
会
を
設
け
、
合
意

形
成
が
図
れ
る
行
政
運
営

に
努
め
ま
す
。

②
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
よ
う
な
土
地
利
用
が
図

ら
れ
、
新
た
な
玄
関
口
と

し
て
、
賑
わ
い
が
創
出
で

き
る
よ
う
な
空
間
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

①
第
二
次
広
野

町
復
興
計
画
策

定
後
は
、
町
民
参
加
の
推

進
体
制
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
行
く
の
で
す
か
。

②
駅
東
側
土
地
利
用
に
つ

い
て
、
現
段
階
で
の
考
え

を
尋
ね
ま
す
。

門
馬

町
長

幼稚園・小学校・中学校合同で
行われた防災訓練

昨年開催された復興祭（文化展）

①
建
設
さ
れ
る

校
舎
や
関
連
の

施
設
は
、
県
教
育
庁
が
建

設
し
ま
す
が
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
実
施
や
エ
ア
コ
ン

設
置
を
要
望
し
ま
す
。

②
給
食
の
実
施
予
定
は
な

く
、
食
堂
を
設
置
す
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

③
教
育
課
程
の
な
か
に
組

み
込
ん
で
実
施
す
る
予
定

で
、
地
域
と
連
携
し
た
防

災
訓
練
に
取
り
組
む
予
定

で
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

①
こ
れ
か
ら
建

設
さ
れ
る
中
高

一
貫
校
校
舎
や
関
連
の
施

設
や
寮
な
ど
は
安
心
し
て

学
べ
る
所
で
な
く
て
は
、

な
り
ま
せ
ん
。

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
も
と

よ
り
、
施
設
内
に
エ
ア
コ

ン
を
設
置
す
る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
で
す
か
。

②
給
食
の
実
施
方
法
を
、

具
体
的
に
検
討
し
て
い
ま

す
か
。

③
地
震
や
津
波
・
放
射
能

な
ど
の
災
害
に
対
す
る
安

全
教
育
を
ど
の
よ
う
に
考

え
ま
す
か
。

①
高
校
授
業
料

無
償
制
度
は
、

ど
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し

た
か
。

②
広
野
町
で
の
対
象
人
数

は
何
人
で
す
か
。

③
町
民
に
、
制
度
の
変
更

を
通
知
し
ま
し
た
か
。

④
保
護
者
の
収
入
で
差
を

つ
け
る
制
度
の
変
更
を
ど

の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

①
国
の
方
針
で

介
護
保
険
制
度

が
大
き
く
変
え
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
の
認
識

は
あ
り
ま
す
か
。

　

ま
た
、
広
野
町
と
町
民

の
負
担
や
給
付
が
ど
の
よ

う
に
な
る
の
で
す
か
。

②
国
の
姿
勢
を
問
う
の

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
す
る
自
治
体

と
し
て
の
役
目
も
問
わ
れ

て
く
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
ど

の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

原
子
力
発
電
所

立
地
地
域
振
興

基
金
の
使
用
目
的
は
決
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

　

ま
た
、
そ
れ
は
な
ぜ
で

す
か
。

中
高
一
貫
校
の
安
全
対
策
は

浅
野
教
育
長
／
万
全
を
期
す
べ
き
も
の

高
校
授
業
料
無
償
制
度
の
変
更
を
ど
う
考
え
る
か

遠
藤
町
長
／
制
度
移
行
は
時
期
尚
早

介
護
給
付
の
削
減
が
与
え
る
影
響
と
は

遠
藤
町
長
／
法
案
成
立
を
踏
ま
え
動
向
を
注
視
す
る

原
子
力
発
電
所
立
地
地
域
振
興
基
金
の
使
用
目
的
は

遠
藤
町
長
／
地
域
振
興
を
図
る
こ
と

部
活
動
は
生
徒
の
意
見
を
取
り
入
れ
よ

浅
野
教
育
長
／
取
り
入
れ
る
べ
き
は
取
り
入
れ
る

教
育
長

畑
中

畑
中

畑
中

畑
中

畑中　大子 議員

そ
の
他
の
質
問

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

②
現
在
、
平
成
25
年
度
分

の
確
定
申
告
の
受
付
中

で
、
所
得
金
額
が
確
定
し

て
か
ら
の
対
象
人
数
の
把

握
と
な
る
た
め
、
確
定
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
生
徒
・
保
護
者
に
対
し

て
周
知
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
へ
は
、
今
後
広
報

で
周
知
し
ま
す
。

④
原
子
力
発
電
所
事
故
で

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

12
市
町
村
に
と
っ
て
本
制

度
へ
の
移
行
は
、
時
期
尚

早
だ
と
考
え
ま
す
。

①
今
後
、
法
案

成
立
を
踏
ま

え
、
詳
細
な
内
容
が
示
さ

れ
ま
す
の
で
、
町
お
よ
び

町
民
の
負
担
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

②
高
齢
者
が
可
能
な
限
り

住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
、

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
最

後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
地
域
の
包
括

的
な
支
援
、
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
体
制
を
確
立
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

当
該
基
金
は
、

原
子
力
発
電
所

立
地
地
域
の
市
町
村
の
振

興
を
図
る
こ
と
を
目
的

町
長

町
長

に
、
福
島
県
が
昭
和
63
年

に
設
置
し
た
基
金
で
す
。

使
用
目
的
は
貸
付
対
象
事

業
と
し
て
、
交
通
通
信
施

設
、
教
育
文
化
施
設
、
厚

生
福
祉
施
設
、
産
業
振
興

施
設
等
の
建
設
事
業
の
ほ

か
、
そ
の
他
知
事
が
特
に

必
要
と
認
め
る
事
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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広野町議会は県内全原発の廃炉を求めます。

ＴＰＰ交渉の十分な情報開示を求めます。

　県内原発全10基の廃炉を求める意

見書を全会一致で可決しました。

　意見書は３月18日に内閣総理大臣

をはじめ関係機関に送付しました。

　ＴＰＰ交渉の十分な情報開示、衆

参農林水産委員会決議や自民党決議

を必ず実現することを求める請願を

全会一致で採択しました。

　意見書は３月18日に内閣総理大臣

をはじめ関係機関に送付しました。

【送付先】

　内閣総理大臣　安倍　晋三　

　経済産業大臣　茂木　敏充　

　衆議院議長　　伊吹　文明　

　参議院議長　　山崎　正昭

【送付先】

　内閣総理大臣　安倍　晋三　　

　衆議院議長　　伊吹　文明　　　　

　参議院議長　　山崎　正昭　

　外務大臣　　　岸田　文雄　　　　

　農林水産大臣　林　　芳正　　

　経済産業大臣　茂木　敏充　

　内閣官房長官　菅　　義偉

  
第1回臨時会
２月14日開催

副町長に菅野氏（前福島県職員）

国
・
県
施
策
と

第
四
次
広
野
町

町
勢
振
興
計
画
と
の
整
合

性
、
さ
ら
に
「
広
野
町
復

興
計
画
」
と
の
整
合
性
を

尋
ね
ま
す
。

高速道路無料化の１年延長が決定

お
示
し
で
き
る

回
答
は
得
て
い

ま
せ
ん
が
、
町
民
の
実
情

を
訴
え
な
が
ら
、
賠
償
の

継
続
や
新
た
な
賠
償
制
度

の
創
設
に
向
け
た
取
り
組

み
を
粘
り
強
く
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
一
部
優
遇
措
置

の
打
ち
切
り
は
、楢
葉
町
、

川
内
村
と
連
携
し
、
今
後

も
全
員
が
対
象
と
な
る
よ

う
引
き
続
き
要
望
し
ま

す
。

精
神
的
賠
償
に

つ
い
て
、
昨
年

12
月
定
例
会
で
「
こ
れ
ま

で
同
様
取
り
組
ん
で
い

る
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
、

町
民
は
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

見
込
み
は
あ
り
ま
す

か
。

　

ま
た
一
部
優
遇
措
置
の

打
ち
切
り
に
つ
い
て
ど
う

さ
れ
る
の
で
す
か
。

損
害
賠
償
と
優
遇
措
置
の
継
続
は

遠
藤
町
長
／
強
力
に
要
望
活
動
を
実
施

町
長

小
磯

小磯　利雄 議員

各
計
画
の
整
合
性
を
図
れ

遠
藤
町
長
／
整
合
性
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

小
磯

地
域
の
中
心
と

な
る
経
営
体
を

明
確
に
し
、
担
い
手
へ
の

農
地
の
集
約
を
推
進
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
農

業
の
後
継
者
育
成
の
支
援

制
度
の
創
設
や
、
六
次
産

業
化
な
ど
を
見
据
え
た
生

産
品
目
の
転
換
や
農
業
の

複
合
化
な
ど
、
農
家
と
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
農
産
物
の
適
切

な
生
産
管
理
や
放
射
性
物

質
検
査
結
果
の
公
表
を
継

続
し
、
原
子
力
発
電
所
事

故
に
伴
う
風
評
被
害
か
ら

の
回
復
に
努
め
ま
す
。

政
府
は
昨
年
12

月
、
こ
れ
ま
で

の
減
反
・
定
額
補
助
を
止

め
、
新
交
付
金
「
日
本
型

直
接
支
払
」
へ
変
更
し
ま

し
た
。

　

町
は
地
域
農
業
再
生
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
が
、

本
町
は
さ
ら
に
、
大
震
災

と
原
発
事
故
・
風
評
被
害

に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の「
切
り
捨
て
改
革
」

に
ど
う
対
応
さ
れ
る
の
で

す
か
。

今
後
の
農
業
振
興
対
策
と
は

遠
藤
町
長
／
農
家
と
共
に
検
討
し
た
い

町
長

小
磯

避
難
指
示
区
域

が
全
損
扱
い
で

緊
急
時
避
難
準
備
区
域
が

対
象
外
と
い
う
の
は
、
著

し
く
整
合
が
取
れ
な
い
内

容
で
、
山
林
も
財
物
賠
償

の
対
象
と
す
る
よ
う
強
く

要
望
を
継
続
し
ま
す
。

昨
年
11
月
末
田

畑
に
係
る
財
物

賠
償
手
続
き
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
が
山
林
を
含
め
本

町
は
対
象
外
、
町
と
し
て

「
損
害
範
囲
の
判
定
等
」

に
ど
う
対
処
し
ま
す
か
。

損
害
範
囲
の
判
定
に
ど
う
対
処
す
る
の
か

遠
藤
町
長
／
強
く
要
望
す
る

町
長

小
磯

「
広
野
町
復
興

計
画
」
は
海
岸

堤
防
整
備
事
業
や
道
路
事

業
、
防
災
緑
地
整
備
事
業

な
ど
の
国
・
県
事
業
と
の

整
合
を
図
り
な
が
ら
改
定

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、上
位
計
画
の「
広

野
町
町
勢
振
興
計
画
」
は

平
成
26
年
度
に
策
定
し
ま

す
。 町

長

　

２
月
14
日
に
第
１
回
臨
時
議
会
を

開
き
ま
し
た
。

　

副
町
長
の
選
任
は
、
菅
野
達
也
氏

（
前
福
島
県
市
町
村
行
政
課
副
課
長
）

を
適
任
者
と
認
め
、
全
会
一
致
で
同

意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
26
年
２
月
18
日
か
ら

４
年
間
で
す
。

菅
かん

野
の

　達
たつ

也
や

 氏



ま
ちかど

インタビュー

目
標
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う

新
年
度
を
迎
え
た
抱
負
は

新
年
度
を
迎
え
た
抱
負
は

次
の
定
例
会
は
６
月
で
す
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発
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／
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０
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双
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編
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／
広
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町
議
会
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会　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
４
０
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27

－

４
１
６
５
（
議
会
事
務
局
）

渡
わたなべ

邉 金
きん し ろう

四朗さん 
（３年生　広洋台・一丁目）

根
ね

本
もと

 千
ち

妃
ひ

呂
ろ

さん 
（２年生　折木・太田川）

　

　

私
は
新
年
度
か
ら
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
始
め
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

私
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
３
キ

ロ
ほ
ど
歩
い
て
い
た
の
で
す

が
、
最
近
、
散
策
す
る
こ
と
に

は
ま
っ
て
い
て
、
た
ま
に
す
る

の
で
す
が
、
３
年
生
に
な
っ
て

部
活
も
引
退
し
て
体
力
が
落
ち

る
と
思
い
、
本
格
的
に
ウ
ォ
ー

　

新
し
い
年
を
迎
え
た

ば
か
り
と
思
っ
て
い
た

の
に
、
桜
の
季
節
も
過

ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

冬
の
寒
さ
が
厳
し

か
っ
た
せ
い
か
、
こ
の

春
の
花
々
の
咲
き
方
は

例
年
と
違
い
ま
し
た
。

三
春
町
は
梅
、
桃
、
桜

が
同
時
に
咲
く
の
で
そ

の
名
が
つ
い
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
私
た

ち
の
町
で
も
椿
、
梅
、

桃
、
桜
の
花
を
同
時
に

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

花
木
は
時
を
忘
れ
ず

花
開
き
、
私
た
ち
の
傷

つ
い
た
心
を
和
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。

　

思
い
返
せ
ば
避
難
初

期
、
桜
が
い
つ
咲
き
、

い
つ
散
っ
た
の
か
記
憶

に
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

頃
と
比
べ
れ
ば
自
然
の

変
化
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
だ
け
、
大

震
災
と
原
発
事
故
か
ら

３
年
経
ち
、
周
辺
の
環

境
が
整
え
ら
れ
る
に
つ

れ
て
少
し
気
持
ち
が
落

ち
着
い
て
き
た
の
で

し
ょ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平

気
な
顔
を
し
て
生
活
し

て
い
て
も
心
の
隅
に
は

放
射
性
物
質
に
対
す
る

不
安
を
誰
も
が
抱
え
て

い
ま
す
。
ど
ん
な
に
歳

月
が
流
れ
て
も
私
た
ち

は
こ
の
大
震
災
と
原
発

事
故
を
忘
れ
な
い
、
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
と
心

に
誓
い
、
再
生
を
信
じ

て
、
出
来
る
こ
と
を
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
続
け
て
い
る
毎
日
で

す
。

　
　
　
　

（
塩　

史
子
）

　

今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
テ
ー
マ
は
「
新
年
度
の
抱
負
」

で
す
。

　

勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
、
趣
味
、
習
い
事
な
ど
、
目
標
や
決

意
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と
を
広
野
中
学
校
の
生
徒
に

お
聞
き
し
ま
し
た
。

キ
ン
グ
を
始
め
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
場
所
を
た
く
さ

ん
歩
い
て
、
新
た
な
発
見
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

発
行
・
編
集
責
任
者

議　
　

長　

鈴
木
紀
昭

広
報
委
員
会

委 

員 

長　

渡
邉
正
俊

副
委
員
長　

北
郷
幹
夫

委　
　

員　

塩　

史
子

委　
　

員　

渡
辺
久
長

委　
　

員　

門
馬　

巧

委　
　

員　

畑
中
大
子

委　
　

員　

小
磯
利
雄

　

震
災
か
ら
４
年
目
に
入
り
ま
す

が
、
震
災
当
時
私
は
小
学
４
年
生

で
し
た
。

　

当
時
に
く
ら
べ
て
今
の
広
野
町

は
、お
店
や
病
院
な
ど
が
少
な
く
、

そ
の
た
め
人
も
あ
ま
り
い
な
い
の

で
、
と
て
も
さ
み
し
い
な
と
思
い

ま
し
た
。

　

未
来
の
広
野
町
の
た
め
に
、
た

く
さ
ん
勉
強
を
自
ら
進
ん
で
行

い
、
将
来
明
る
い
広
野
町
に
で
き

る
よ
う
、
全
力
を
つ
く
し
た
い
な

と
思
い
ま
す
。

童謡祭りに参加した広野中学校
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